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世界に希望を生み出そう

■ 点　鐘 12：30

翔け 中央ロータリー　　　鈴木一比古ソングリーダー■ ソング  

■ 会長挨拶 市川修次会長
　今日は、先ほど紹介させて頂きました分水ロータリークラブの皆様が 50 周年を迎え
るとの事で来て頂いております。分水の皆様には遠い所をお越し頂きましてありがと
うございます。後ほどご挨拶を頂きますが、5 月 19 日には 50 周年の記念式典が予定
されておりまして案内を頂いております。喜んで参加させて頂こうと思っております。
　分水ロータリークラブと伊那中央ロータリークラブは、平成 20 年の 4 月に桜が縁

で友好クラブの調印を結びましてそれ以来 16 年という事になりますが、お互いに行き来して友好を深めて
おります。昨年 4月には「つばめ桜まつり」に合わせて私共が訪問させて頂き「分水おいらん道中」を見学し、
その後観桜会と懇親会に参加させて頂きました。その際には大変お世話になりました。
　私は「分水」という地名をそれまで余り理解しておりませんでしたが、昨年の訪問時に「分水」という名
前の由来を理解しました。その「分水」という地名を紹介させて頂きますと、最近、クラブに加入された方
も多いかと思いますので、友好クラブになったいきさつも理解されやすいかと思いますので少し話をさせて
頂きます。
　新潟平野にはご存じの様に長野県側では千曲川と呼ばれている日本一長い信濃川が流れております。この
信濃川は「コシヒカリ」に代表されるような豊かな稔りを新潟平野にもたらせておりますが、反面、洪水も
度重なって起しており流域に大きな災害も引き起こしてきたという歴史があります。信濃川は地図を見て頂
きますと判ると思いますが、飯山市から新潟市に向かって新潟平野を日本海に沿って蛇行して流れています
が、その災害を防ぐ目的で明治時代に日本海に近い場所に放水路を設けたこれが分水の地名の元になったと
いう事です。放水路の工事は大変な難工事で、途中で堤防が切れて大水害を起こしたり（横田切れ）、下流
の水の権利の問題で反対運動が起きたりとか、いろいろな問題を抱えていたのですが長い年月をかけて完成

■ ゲスト・ビジター紹介

分水ロータリークラブ
・杉田和夫 様
・川﨑吉明 様
・後藤信彦 様

しその地域の三つの村が一緒になって分水町と呼ばれる地名がついたとの事です。
　当初は分水町であったのですが、その後合併により燕市分水になり、この放水路が大河津分水（おおこう
ずぶんすい）と言われていまして、その堤防沿いにソメイヨシノが植えられ「さくらの名所百選」となり、
私共伊那市の高遠城址も同じ「さくらの名所百選」という事で友好クラブとなったという訳です。「良寛さ
んゆかりの地」としても知られています。新潟県は米と共に、先ほど頂きましたが日本酒の大変おいしい所
でもあります。私も仕事の関係で新潟県の皆さんと一緒になる事が多く、親しみやすい皆さんが多いのと同
時に酒の強い人が多いという印象を持っています。
　今年、高遠の桜の開花は 3 月 28 日と予想されているらしいのですが、分水の桜は 4 月 2 日と予想されて
いるようです。今後も分水RCの皆様と友好を深めたいと思っております。

次頁へ続く



■ ニコニコボックス

◆市川修次

◆宮下健

◆松田靖宏

◆馬場秀則
◆田中洋

◆熊谷健

◆鈴木一比古
◆池田幸平

◆伊澤和男
◆井上修

◆池上幸平

分水ロータリークラブ 杉田様・川﨑様・後藤様、本日は遠い所をお越し頂きありがとうご
ざいます。又、50周年を迎えおめでとうございます。
分水ロータリークラブの杉田様・川﨑様・後藤様、遠方よりお越し頂き、ありがとうござ
います。週末、会長・幹事会が駒ヶ根 RC 会長が経営する「グリーンオックス」で開催さ
れました。ここで井上さんの勇退祝いもやりたいなぁと思いながら、美味しいワイン・ス
テーキを頂きました。井上さん次回、ご相伴あずかります！
分水ロータリークラブ 杉田友好クラブ委員長をはじめ、川﨑様・後藤様、本日はご来訪い
ただきありがとうございます。
分水の皆様、50周年記念おめでとう。5月19日には飲みに行きます。よろしく。
分水の皆様ようこそ！5月19日の創立50周年には多勢で伺いたいと思っております。楽し
みにしております。
分水ロータリークラブ 杉田様・川﨑様・後藤様、本日は遠路はるばるお越し下さいまして
ありがとうございます。50周年の盛会をお祈りいたします。
分水の皆様のご訪問、心より歓迎いたします。
分水ロータリーの皆さんようこそ。大歓迎です。
今日は I.M. の全員協議会です。よろしくお願いします。
さあ、いよいよI.M.です。みな様のご協力お願いいたします！
いよいよ明日の株主総会で退任・退職致します。お別れが悲しいと社員が皆泣いていま
す。殊更若い女性はハグして欲しいとすり寄ってきます。もう200人程ハグしました。如
何に自分が愛されていたか実感する今日この頃です。じゃん。　―池田さん、うらやまし
いでしょう―
先日、市川会長から、ボケの対策のためにルービックキューブをとの話がありました。さ
っそく買ってきてやってみました。トラの巻を読めば30分位でできるとの話。半月過ぎま
したが未だにクロスまで到達しません。
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杉田和夫 様■ 分水ロータリークラブ様よりご挨拶
　分水RCの友好クラブ委員会の杉田と申します。そしてメンバーの後藤さん・オブザー
バーの川﨑さんと 3人で、分水RC創立 50周年式典のお願いに参りました。
　その前に一言ご挨拶をさせて頂きます。2008 年 4 月に伊那中央 RC さんと友好クラ
ブの調印式、締結をさせて頂きましたきっかけは、伊那市高遠城址公園の桜と旧分水
町の大河津分水桜並木という「桜」のご縁でございました。今年で、伊那中央 RC さ
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次頁へ続く

◆分水RC 杉田和夫・川﨑吉明・後藤信彦様より　本日は我がクラブの50周年記念式典への御参加のお願い
に参りました。貴クラブ訪問は随分久しぶりになりますが、懐かしいお顔もおられて感激
です。どうぞよろしくお願いいたします。お待ち申し上げて居ります。

で企画する会員同士の交流会での親睦を中心に、合同例会・クラブ情報の共有化などの活動を図ってまいり
ました。
　私としまして一番印象に残っている友好クラブ活動は、スタートした直後に企画しました、伊那市と旧分
水町の子供達との剣道を通しての交流です。当時、伊那中央 RC さんには名和さん・矢野さんが、伊那剣心
館道場の会長・指導員をおやりになっていた関係で、私が子供の頃通っていた分水の地蔵堂剣士会との間で
剣道を通し子供達との交流を図る狙いで計画しました。合同練習や伊那中央 RC さん後援の「きさらぎ友好
杯剣道大会」への参加などを行い、交流を深めさせて頂きました。
　昨年度はコロナが収束し、久しぶりに伊那中央 RC の方々から分水までお越し頂き合同の観桜会を開催い
たしました。また、昨年 10 月には役員会を行い、今後ともクラブ同士の交流を深めていこうと確認をさせ
て頂きました。
　分水 RC50 周年記念式典につきましては、来る 5 月 19 日、燕三条ワシントンホテルにて執り行います。
ぜひ大勢の参加をよろしくお願いいたします。
　本日はありがとうございました。



次回例会
3月 5日（火）　点鐘／ 12:30　　場所／フラワーパレス

・I.M. 全体リハーサル

■ 点　鐘 13：30

宮下健幹事　　　幹事報告は別紙をご覧ください。■ 幹事報告

「I.M.について」

会員数48名　　出席免除会員5名　　長欠会員1名　　本日出席者26名　　事前メイク0名　　
出席率61.90％　　前回出席率 修正なし

■ 出席報告

　分水RCの友好クラブ委員会の杉田と申します。そしてメンバーの後藤さん・オブザー
バーの川﨑さんと 3人で、分水RC創立 50周年式典のお願いに参りました。
　その前に一言ご挨拶をさせて頂きます。2008 年 4 月に伊那中央 RC さんと友好クラ
ブの調印式、締結をさせて頂きましたきっかけは、伊那市高遠城址公園の桜と旧分水
町の大河津分水桜並木という「桜」のご縁でございました。今年で、伊那中央 RC さ

んと分水 RC が友好クラブとしてスタートし 16 年になります。この間、年に一回の役員会、一年毎の交代

■ 全員協議会

・池田幸平ガバナー補佐挨拶、伊澤和男 I.M. 実行委員長挨拶、宮下健幹事より登録者･出席者数の報告、タ
イムスケジュールの詳細等について説明があり、その後、各担当委員会ごとの打合せが行われました。

で企画する会員同士の交流会での親睦を中心に、合同例会・クラブ情報の共有化などの活動を図ってまいり
ました。
　私としまして一番印象に残っている友好クラブ活動は、スタートした直後に企画しました、伊那市と旧分
水町の子供達との剣道を通しての交流です。当時、伊那中央 RC さんには名和さん・矢野さんが、伊那剣心
館道場の会長・指導員をおやりになっていた関係で、私が子供の頃通っていた分水の地蔵堂剣士会との間で
剣道を通し子供達との交流を図る狙いで計画しました。合同練習や伊那中央 RC さん後援の「きさらぎ友好
杯剣道大会」への参加などを行い、交流を深めさせて頂きました。
　昨年度はコロナが収束し、久しぶりに伊那中央 RC の方々から分水までお越し頂き合同の観桜会を開催い
たしました。また、昨年 10 月には役員会を行い、今後ともクラブ同士の交流を深めていこうと確認をさせ
て頂きました。
　分水 RC50 周年記念式典につきましては、来る 5 月 19 日、燕三条ワシントンホテルにて執り行います。
ぜひ大勢の参加をよろしくお願いいたします。
　本日はありがとうございました。

「分水ロータリークラブの皆様と」
「お土産をいただきました」


